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総
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あ
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ル
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簡
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的
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わ
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合
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满
討
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こ
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ノ
唯
物
史
観
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皤
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論
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し
て
の
滇
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意
味
が
あ
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よ
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わ
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学
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じ
て
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：そ
れ
を
規
定
す
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魂
秦
の
客
観
的
な
条
件 
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の
認
識
の
上
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さ
れ
ね
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な
ら
な
い
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ぺ
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氏
は
さ
ら
に
、
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瑰
代
に
お
け
る
具
能
な
問
題
と
し
て
、
，頭
^
^
働
と
筋
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労
働
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知
的-3-s^

'

の
問
題
な
ど
を
.
と
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上
げ
て
い
：る
が
れ
ど
も
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辱

働

者. 

階
級
が
、
人
間
と
自
然
と
の
質
料
交
換
：の
総
体
を
土
台
に
、

的
生
産
部
門
；
 

を
確
立
す
る
な
ら
、
が
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：ら

い

思

想
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を

こ

え

：て
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蕩

者

階

級

の.内
部
に
：す 

す
み
え.
な
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ブ
ルジョK
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偽
意
識
は
、'思
想
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|作.
の
佘
地
を'%
ち
え
.な
く
な 

「

る」

と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
章
句
が
目
立
っ
て
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今
日
の
中
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級
論
な
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の
水
準
と
は
噴
み
合
わ
な
い
.0〕
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代

資

產

義

に
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主
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義
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の
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制
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然
化
さ
せ
る
条
件
の
成
長
こ
そ
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問
題

^
の
；で
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る
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後
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^
前
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疎
外
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と
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論
で あ

る
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畫
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ら
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：あ
る
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に
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度
と
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っ
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じ
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資
本
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義
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^

^
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き
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ゐ
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問
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^

!
 

浼
ど
：の
新^

い
制
度
が
生
ま
れ
て
：い
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す
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し
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。
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べ
き

r  i  
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世
紀
初
頭
ぬ
和
げ
で
、
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類
は
、
か
つ
.て
ば

g
^

と
し
で
：考
え
ら
'れ
て
い
た
戦
争
の

g

禍
か
ぢ
お
ぬ
が
れ
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あ
ら
ゆ
る
畜
の
恵
沢
を
、
一，
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:
に
そ
し.
て
承
た
が
：に
享
受
す
る
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i

を
あ 

た
え
ら
れR

い
る
と
い
っ
へ
て
昝
過
言
で
は
な
が
ろ
ぅ
。
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こ

.
の
ょ
ぅ
な
輝
が1>
:
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来
が
、//,r

場
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り
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く
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間
の
蠻
を
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す
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断
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^
や
7
ラ
シ
ス
革
命
に
比
す
べ
き
未
曽
有
の
時
代
に
.遭
遇
し
つ
つ 

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
尤
、
画
の
政
治
は
い
か
に
混
濁
と
汚
辱
に
み
ち
、
わ
れ 

わ
れ
の
生
活
は
、
い
か
に
矛
盾
と
貧
困
に
隣
し
て

'い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
新
聞 

'
の
伝
え
る.：

景
気
"
、
マ

自

民

党

め

と

な

先

石

西

尾

新

党

の
 

邊
働
紫
階
緻
の
中̂

^

^
、
と
れ
ち
を
ぎ<'
ご
と
に
、
も
た
し
の
胸
は
、
や 

り
爆
§_

0:.
;
怒
1)
!
で
0>
ら
：ば

以^ :
な
る
"'
ぞ

«!
:
;に
あ
る
も
の
は
た
だ
、
敗
偽
と 

ご
一

s

か
し
と
そ̂

て
裏
切
り
だ
け
で
は
な

.
い
：だ
ろ
う
.
か
？
'■
■
:
_

:

社
<

!

#

学
者
呔
腐
ょ0/
も
現
実
を
值
視
し
、
こ
れ
を
理
論
的
に
把
握
す
る
者 

,

で
な
げ
私
ぬ
な
吹
加
い
。

:

世
界
が
平
和
の
方
向
べ
動
き
ウ
っ
あ
る

.
と
き
、
軍
備 

を
増
強
し
、
.
：：v>
わ
ん
分
隣
国
を
敵
視
す
る
軍
事
同
盟
を
結
び
、
：他
国
の
運
命
に 

わ
れ
如
れ
办
将
来
を
如
け
る
こ
と
が果
し
て
真
の
防
衛
に
役
立
つ
で
あ
ろ

う 

が
。
：
生
霞
書
が
示
す
ょ
う
に
、

一
、
〇
〇

o ;
!

C

K

を
越
ぇ
：る
貧
困
者
が
"

不
安
：
 

.

だ
.日
本
を
お
く
っ

」

て
.
い
る
の'
に
、.
邊
化
ブ
ャ
ー
.厶
//:

な
ど
.の 

は
が
夺
か
な
言
葉
に
幻
惑
さ
れ
て
、
.
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
真
剣
に
み
づ
め
各
こ 

と
を
怠
を
な
ら
ば
、
そ
れ
は
学
問
を
す
る
者
の
：正

1.
1\

隞
度
と
は
い
え
：な
い
。 

最
近
；の
い
わ^

る
：
备
1

§

磐
';
-

は
、.
軍
事
予
算
の
膨
脹
一

>

 

独
占
資
本
に
ょ
：
 

る
軍
！

p

産
篆
の
規
模
の

i

犬

一
>

忍

び
<1
:
'
'
:る
^

ン
プ
レI

シ
ョ
ン
と
い
う
形
を 

'

と
っ
■で
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
；べ
き

_
で
は
な
い°

た
と
え
ば、
©
 

靡
1
1
四
年
度
を
例
に
と
れ
ば
、
：防
衛
疔
予
算
は
、

.

.ー：
、
六1
1
/\

億
円
で
、
国
民
所 

:

徵

全

德

：在
め
女
：

§

率
は
、.：ン
ー
.，
\*
七
。ハ1

セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
：と
し
て

 > 

も
、
同 

:年
度
の« .
:
人
中̂

^

嚴
民
の
納
め?>
;

逮
1
1毅

は

、
：
六
四
：八
億
円
で
あ
る
か

^'

、::
,

防
衛
炭
予
窠
说
是
办
ー
ー
：
ー
ー

§

に
も
当
る
%

の
セ
あ0:
>

ま
-
た

同

年
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労
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者
の
ノ
納
め
る
源
泉
馨
攸
、

.

.

1

1、
〇
七
0
億
円
で
：あ
る
か
：ら
、
；
そ
の
約
八
割

.に
：： 

雪

ず

る

の
.で
あ
る
。$.
ら
に
同
年
齡
の.馨

保

動

：

(

生
.活

倮^;
:

)

^-
童

保 

_
、
：
社
会
福
祉
、
社
会
保
険
、
失
業
対
策
、
：
親
核
対
策

-.
:
国
_

#
傘
の
亂
費
を'
- 

舍
む
'

)

は
、

一
、©
ゼ
七
億
円
乜
％

っ
て
、
：防
歡
庁
予
算
ょ

0'
:
%'
1
:芄
'ー¥

円

も

、
 

少
な
い
の
で
あ
る
こ
と
を
想
う
だ
け
で
も
防
衛
庁
予
幕
が
い
が
に
国
民
生
活
に 

た
い
し
て
大
き
な̂
通
と
な
ャ
て
い
る
か
は
、
%
は

や

朋
.?
>
:が
で
あ
み5'〈

木
： 

村
禧
八
郎
：

「

ふ
く
れ
上
る
軍
事
経
済
一
^
女
保
体
制
を
支
ぇ
る
も
の
_

」

雑 

誌

：

「

批
思」

昭
和1

1
3

年
.

r. r
月
号
所
収

〉

。
.：
■;
'
:
■
ぐ

,

“一

：
'■;
-
'
: 

世
界
は
全
体
と
し

て

平
和
の
方
向
に
む.か
'.い..な
冰
ら
も
、
，
.わ
が
国
の
経
済
が 

内
包
す
る
こ
の
：，

よ
.う
な
矛
盾
は
、
瑰
実
の
政
治
の
奥
深
く
に
.存
往
す
る
病
巣
を 

除
去
し
ょ
う
ど
す
を
努
カ
が
ふ
わ
れ
わ
れ
国
民
に
上
っ

.て
有
効
に
な
さ
れ
で̂* 

な
い
こ
と
を
物
亂
石
文
と
%
に
、.む
し
>
0軍
需
生
産
に
よ
マ
で
巨
額
0
.利
潤
を
^
^̂
 ̂

取
得
す
る
独
占
資
本
の
.国
民
の
生
活
に.た
：い
す
る
は
げ
し
い
攻
擊
が
勝
利
を
し

. 

め
も
て
い
る
こ
と.を
も
示
し
て
い.る
々
；
：

：
.,'

社
^
^
を
分
裂
さ
せ
た
西
尾
新
党
の
綱
卸
处
ぞ
ぞ
み
る
に
、
彼
ら
は
，、
：
ロ
を

'
 

開
け
ば
、

ィ
ギ
リ
ス
：労
働
党
の
方
式

1
云
う
。
し
か
し
.
一
九
〇
〇
：年
、
ボ
疒
戦 

争
の
帝
国
主
義
的
昂
奮
の
な
か
に
侵
略
戦
争
反
対
の
旗
.じ
る
し
を
か
か
げ
て
誕 

生
を
み
た
労
働
党
の
前
身
と
し
て
の
労
働
代
表
委
員
会
は
、
階
級
闘
争
の
激
浪 

の
な
か
に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
、
自
由

=

労
働
派
、’
フ
.
ユ
ビ
ア
ン
主
義
者
な
ど 

の
ィ
デ.
ホ
ロ
ギ".
擊

盾

と

鐘

に

悩

み

な

が

ら

、

.
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

労
働
^
^
の
統_
1:
の
：た
め
に
顧
集
し
た
の
で
あ
づ
て
、

.
安
保
改
定
と
い5,
:
わ
が 

国
の
将
来
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
な
時
点
に
、
敢
え
て
労
働
戦
線
を
分
裂
さ

ゾ

ゾ

.

>
.八

六(

一.！
九
六)

せ

.た
西
尾
新
党
と
同
日.に
論
ず
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
不
八
<平
で
あ
り
，
輝 

か

0い
歴
史
を
有
す>
0
^
ぞ
リ
.み

兔

靈
た̂
；い
し
そ
非.で
：あ
る
と
い
わ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

': 

* 

. 

- 

* 

* 

. 

■ 

*
'

さ
て
、.最
近
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
た
か
も
現
代
の
日
本
の
状
態
を
髮
髴
と
さ
せ 

る
.ニ
.
a
世

紀

顏

の

ィ

ギ

リ

ス

、
-
そ
の
^
^
'
た
い
す
る
労
働
者
階
級
の
政
党 

と
し
で
の
労
働
党
の
登
場
と
、

.:
労
働
者
階
級
'の
生
活
犹
態
や
労
働
条
件
に
か
ん 

す
る
興
味
深
い
ニ0
の
労
作
を#
に
す
る
.こ
：と
が
で
き
だ
。
ム

• 

H
，
巧
’
プ
^

ウ
ゾ
令
 

P
h
e
l
p
s

 

B
r
a
w
n
;

 The. G
r
o
w
t
h

 o
f

 British Industrial Relations, A

 s
t
u
d
y

 

f
r
o
m

 t
h
e

 Stand-Doint o
f

 1
9
0
6
-
1
9
1
4
.
)

で
あ
G
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、
こ 

£;
に
.と
り
あ
げ
た
本
書
で
あ
る
。

：

前
者
の
著
者
ブ
ラ
：ウ
シ
：は
、,.
ロ
ン
ド
ン
大
学 

の
労
働
経
済
学
の
教
授
ザ
あ
る
が
、

.

.こ
の
書
は
、
労
働
代
表
委
真
会
が
、
ィ
ギ 

リ
ス
先
働
党
と
改
称
し
た
ー
九
0
六
年
か
ら
、_第
'
1次
世
界
大
戦
勃
発
の
年
で 

あ

る
--
:
九
一
四
年
ま
で
，の
、
ィ
ギ
ト
ス
資
本
主
義
の
矛
盾
が
も
っ
と
も
明
白
に

. 

,露
呈
#
れ
、
階
級
闘#-
:
が
激
$

た
数
年
間
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
と 

労
&

傲
^
.
:社
会
政
策
的
な
観
点
か
ら
、
き
わ
.め
て
坐
き
生
き
と
し
か
も
詳 

細
ぬ
撒
写
し
た’も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
の
^
か
批
判
も#
せ
て
行
な
ぅ
チ
^
で 

ぁ
ヮ
た
.が
、
、
肇
者
办
：不
手
際
の
た
：め
：に
、
、別
の
機
会
に
.唤
ず
ら
な
け
れ
ば
が
ら 

な
か
'っ
だ
。

•
と
こ
ろ
で
、
：

「

労
働
党
と
政
治I

労
働
代
表
委
員
会
の
歴
史

」

の
著
者
の
ひ 

と
り
、

フ
ラ
ン
グ•、ビ
'
!リ
I
は
、
.
ノ
 

I
ス
.
ス
タ
フ
ォI
ド
シ
ァ
大
学
ゆ
行

政
学
の
講
師
で_あ
.り
、.ま
.た
他
の
，.ひ.と
り
、
.へ
ン
リ
ー*
ヘ
リ
ン
グ.は
：.オ
'•' 

ダ
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、

ク
ウ
ィ
シ

.
カ
レ
ッ
ジ
の
フH 

ロー

で
あ
り
、;歴
史
お
. 

ょ
び
政
治
学
を
専
攻
し
て
い
る
人
で
あ
る
。
ペ
リ
ン
グ
は
、
昨
年
六
九
才
を
も 

っ
て
逝
去
し
た
偉
大
な
社
会
主
義
者

6

‘
0• 

H 

.コ
ー
ル
：の
門
下
で
あ
り
、 

「

労
働
党
の
起
源

」
(
T
h
e

 

O
T
i
f

 

o
f

 

t
h
e

 

L
a
b
o
u
r

 p
&
y
,
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0 〜

 

1
9
0
0
)

な
ど
を
も
っ
，て
、

わ
れ
わ
れ
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

事
実
、

著
者
も 

「

ま
え
が
き

」

：に
お.い
：て
、
審
が
独
立
し
た
著
作
で
あ
り
な
が
ら
、.
し
か
も
な 

お
あ
る
意
味
で
、

「

労
働
党
の
起
源

」

の
続
巻
で’あ
る
と
の
ベ
て
い
る
の
.は
、 

こ
の
書
：の
意
因
す
る
と
こ
ろ
を
暗
示
し
て
い
る
。

ぐ 

本
書
の
も
っ.と
も
^:
;き
な
特
微
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
豊
富
な
資
料
が
刹
用 

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

.今
ま
で
の
逋
史
的
な
労
働
運
動
史

(

た
と
え
ば
コ 

1
ル
の)

.と
は
ち
が
マ
て
、
非
常
に
専
門
的
な
棒
殊
な
研
究
で
あ
^
こ
と
で
あ 

ろ
ぅ
。
従
っ
て
、
外
国
人
と
し
て
こ
れ
ら
の
_

料
を
利
厢
で
き
な
い
わ
れ
わ 

れ
に
と
っ
て
は
、
資
料
的
な
面
で
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。 

批
評
の
焦
点
は
い
き
お
い
そ
：の
問
題
意
識
、
歴
史
観
や
方
法
論
そ
し
て
さ
ら
に 

資
料
の
処
现
の
し
か
た
な
ど
に
し

•ほ
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ 

め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
こ
ぅ
。

■ 
* 
 ̂

.■木 

*

:'
:■.
;
.

 

*

泰

は

、

つ
ぎ
の
諸
章
か
ら
な
っ
て
い
る

0

.
:■
•

.

:■

ニ 

第
.
-章
、
へ
序'.
0 

’

.

:

「：第
.1 ー：章

、

最
初
.の
年

ん

：：'
:パ
-:
'
:
,
、

 

，

. 

■

書

評

：及
：び
：鞀

介

.
'

V

第

四

：章
、

タ
ツ
'フ

•

ヴ

エ

ー

ル

以

後

'
'

,
:第
^
章

、'-
;
.
綿

業

と.ク
リ
ツ
サ
ロ
ゥ

.

第
，
六
'
.章
、
.マ
ク
ド
'ナ
.■ル

ド

•
.
.グー
フ
ツ
'ド
ス
'ト

V

W
定

L
第

：七

章

、
：

」

社
会
主
義
者
の
復
活

.
:-
箏

八

-
.章
マ
議
会
.少
.ル

:1
::
プ
:- 

:

第
.
九
へ
ぎ
、
：
石
炭
め
政
治

；

第

十

章

、
候
補
者
と
選
拳

区
：：

. 

,

第
十
一
章
.
一

 

九
：〇
六
年
の
勝
利「

■

'

第
十
二
章
、
結

i
 

.

M
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
誕
生
は
、
.
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
ょ
り
お
く
れ
る
こ
と
一
一 

五
年
、
：
一
：九
〇
〇
年
に
、
蕩̂
:表
委
暮
と
し
て
誕
生
を
み
た
の
で
.あ
っ
た
。 

そ
れ
が
、

一
九
〇
六
年
'の
総
選
挙
に
、
委
員
会
を
代
表
す
る
ニ
九
名
の
代
議
士 

を
当
選
さ
せ
て
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
と
改
称
す
る
ま
で
の
間
に
、
労
働
者
階
級 

の
政
党
'と
し
て
経
験
し
な
け
れ
ば
.な
ら
な
か
？
.た
様
々
な
問
題
や
矛
盾
を
、
著 

者
は
、
そ
の
独
自
の
：立
場
が
ぢ
追
求
し
て
い
る
。

'-
'

.
 

.
'
'

へ—

す
だ
わ
ち
序
論
に
お
い
て
著
者
は
、
，.労
働
党
成
立
直
前
つ
ま
り
一
九
世
紀
末 

の
イ
ギ
.リ
ス
に
お«-
-
.る
社
会
主|

^
動
|

フ
H
Uビ
ア
ン
^4

K
、

独
立
労
働
党
、 

社
会
民
主
連
盟
な
：ど
I

の
：勢
力
分
布
や
そ
の
支
持
者
層
に
つ
：
い
て
ふ
れ
た
の 

ち
、
労
働
党
結
成
の
中
核
的
な
組
織
と
な
っ
た
独
立
労
働
党
と

1

組
合
運
動 

と
の
関
係
に
づ
い
て
、
.比

較

籠

細

に.
じ
て
い
る
。
筆
者
は
、
i

の
な
か 

ー.で
、
.
.も
^
匕
紀
重
要
な
部
分
が
こ
：
の
：序
論
で

.お
ヴ
、
著
者
め
分
析
的
な
鋭
さ
が 

遺
憾
な
く
齋
微
ざ
れ
で
い
を
と
者
ん
る

^^
フ

参

テ
^
の
ー
浸
透

』

の
理
念
、 

:

.

A
七

：

(

ニ
九
七)



そ
し
て
の
ち
に
は
、
共
産
主
義
的
な
戦
術
は
、
彼
に
と
っ
て
、
ま
っ
た
く
無
縁 

の
も
の
で
あっ

た
。
だ
が
独
立̂
働
党
の
f
は
、ま

っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
。

一
八
九
四
年
か
ら

一

九
〇
〇
年
ま
で
そ
の
議
長
で
あ
り
、
そ
七
て
長
い
間
、
そ 

の
生
要
な
代
弁
者
で
あ
っ

た

ヶ
ー

ァ
.

ハ
I

デ
ィ

は
、
新
し
い
政
党
の
要
求
の 

.公

式

化

な

ど

に

つ

い

て
、
、他
の
い
ず
れ
の
指
導
奢
よ
り
も
責
往
が
知

づ
へ
たの
で 

.

な
る…

…

。
長
い
間
彼
は
、
拔
け
目
の
な
い
グ

」

フ
ァ
ド.
ス
：.ト—

 

\

主
義
者
で.ぁ
. 

り
、
自&

党
.
の
綱
領.の
す
べ
：て
を
進
ん
で
採
用
し
よ
ぅ
と
し
た
け
れ
ど
も
、
：.し 

か
：も
な
お
そ
の
目
的
は
自
由
党
ね
排
除
で
あ
を
；

-
\
1宣
言
し
た」

へ
九〜

 

一：o

頁
.

)

：。

ハ
ー
デ
ィ
が
ひ
き
：

S

る
独
立
労
働
党
の
強
さ
は
、
：
ハ
ィ

「

ン
ド
マ
ン
に
よ
？

で

ひ
 

>

い
ら
れ
た
マ
ル
ク
：ス
主
義
者
の

0

体
が
、
：
労
働
者
^

^

に
た
い
す
る
ィ
デ
オ 

ロ
ぞ一

的
な
啓
蒙
に
よ
る
大
衆
：心

.

裡
€ ).

把
握.

が
充
分'
で
&

く
、

ま
た
中
産
潜
級 

出
身
の
ィ
ン
テ
リ
ダ
ン
チ
ャ
、
自
由
主
義
者
、
；

'

:
1

主
義
者
の
小
グ
ル

.

丨
ブ
と'. 

し
て
の
：

N

エ
ビ7

ン̂

<

^

の
蓮
動
が
、
労
働
者
階
級
：と
の
接
紙
を
|

^

に

レ

え

. 

な
か
：っ

.

た
の
に
反
し
、

「

労

働

紙

合

を*%
'

.っ
へ
て
大
衆
前
な
政
党
を
結
成
す
る
た 

め
の
主
要
な
機
関
と
み
な
し
た
ミ
ー
匕

^
-

点
に
兔
っ
た
。
け
れ
ど
も
，

4

.の
一 

大
衆
的
な̂

?

者
政
党
の
基
盤

'
と
しP

:

の
労
働
組
合
も
，
そ
の
局
所
的
な
想
翅 

と
弱
さ
と
を
も'

?

て.

い
た
の
で
あ
；っ
：

.

て.

、
た
；と
え
ば
、

.

.
組
合
員
数
も
英
国
全
^
^
^
 

に
わ
た
；っ
て
平
均
し
て
.い
た
わ
げ
一
で
な
く
、
一，
般
に
多

'<
の
：不̂

^

働
者
が
、 

未
組
織
の
ま
ま
に
，放
置
さ
れ
て
お
り
、

.：

と
く
に
農
寒
労
働
者
の
如

.

含.

は(

組

舍 

に
加
入
し
て
い
た
者
は
ご
く
限
ら
れ
た
数
で
し
か
な
か
っ
た

0.

ま

た

製

造

業

の
. 

場
合
は
、
：
技
術
的

.

な
変
革
が
徹
底
的
に
行
な
わ
れ
た
産
業
の
場
合

——

た
と
え 

ば
、.

石
炭
、
：

.

鉄
お
よ
び
重
機
械
産
業
部
門
の
よ
う
に

1

労
働
者
の
組
織
は
非

.

■.
 

；

A
八,

VP 
一'九
八)

.

.
常

に

強
'.

<-
->

で̂
^
费
資
間
の
前̂

^
な
関
係
は
克
服
ざ
れ
て
い
た
け

ft
ど 

.

%•
、
，
.
機
械
産
妻
働
者
の
紐
き
は
、

T

そ
の
產
寒
に
碧
す
る
だ
け
で
な
く
、 

ひ
と
つ
の
大
企
業
に
依
存
し
た
の

^
あ.
'マ
た」 'C

I一： .

頁)

0
そ
れ
ば
か
り
で
な 

く
ノ
羊
宅
エ
業
や
バ
I
ミ
ン
ガ
ム
周
辺
の
軽
金
属
エ
業
、
：
旮
地
に
広
汎
に
存
茌 

.

.

し.
て
い
た
取
刷
エ
：：や
靴
製
造
エ
：な

ど

の

家

靡

湯

者

、. 

'
こ
う
し
た
雑
多
な
_

 

に
は
、
耝
合
は
ま
だ
鞏
固
な
拫
を
は
ら

)

：て
い
な
か
っ
.
气

. 

.
こ
う
し
た^ '
か
で
、*：
全
国
；̂
に
重
要
性
を%-
3
ー一:つ
の
巨
大
組
合
と
し
て
？

」

機
補
産
業
、
濃

讓

、
、
石
炭
囊
の
労
働
者
の
単

2
国
組
合
を
あ
げ
、
著

.
者
は
、
.こ
れ
ら
ね

：

つ
：い
：て
、
具
体
的
に
分
析
し
て
れ
る
。
：す
か
わ
ぢ
、
主
と
し 

:て
ラ
シ「

ガ
シ
ア
地
方
に
；集
中
し
て
い
.る
戡
維
産
業
、
と
く
に
線
業
の
労
働
者
は
、 

政
治
的
.：に
は
保
守
的
で̂
る
の
.'
に
.度
し
、

■

.ダ
；
丨-ラ
ム
や
ノ
ー..
サV

、

ハ
.
.

—

..一
ブ
シ
ド 

な
ど
の
地
方
は1
丛
し
た
地
位
を
し.め
て
い
た
炭
坑̂

！̂は
、
政
治
的
に
は 

:;
多
く
の
場
合
、•：：自
由
党
を
支
持
し
て
い
た
じ
、
ま
.た
奈
教
的
に
は
非
国
震
で. 

.あ
0た
::
0
: 

:v

方
に
お
い
て
こ
う
し
た
巨
大
な
全
国
的
な

I
を
も
つ
職
業
別
組 

合
が
.存
在
し
て
い
た
反
面
、.:
.
;
季

薄

働

者

、
ガ
大
労
働
者
、
波
止
場
労
働
者
の 

よ
う
な
'不
熟
：̂

働
者
が
.広
汎
に
存
茌
し
て
、
：ー
八
八
〇
年
代
に
な
っ
て
、
い 

わ
ゆ
る
新
組_
動
の
担
い
手
と
な
っ
た。
V

:

著
者
に
ょ
れ
ば
、
：庚
坑
夫
は
，
大
体
に
お
い
て
自
由
党
を
支
持
し
て
お
り
、

従

.って
：坑
夫
出
身
の
議
員
は
自
由
党
に
所
属
し
、：、.と
れ
に
堅
く
結
び
つ
け
ら
れ 

,
て
お
りVC1

六
頁)

、
：そ
の
故y
iそ
、
电
の
坑
夫
た
ち
の.な
か
か
ら
ま
ず
、 

独
立
労
働
の
叫
び.が
あ
げ
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
づ
た
。
と
こ
ろ
が
、
地
理
的 

に
炭
坑
労
働
者
よ
り
も
集
中
し
て
い
.る
綿
業
労
働
者
は
、
非
常
に
保
守
的
で
、

厥
坑
労
働
者
の
よ
ぅ
に
、
：

.

自
由
党
に
：綠
び
つ
水
ら

れ

て

ぃた

と

は

い
え
、
：
み
ず 

か
ら
の
代
表
を
龜
ぶ
こ
と
な
し
に
、

;.
'
tf
.
-
し
ろ
中®

級
出
身
の
！

i
i
：

に
政
觀
的 

.な
ff
i

力
を
加
え
る.こ
と
に
よ
？
て
、

(

そ
の
要
求
を
達
し
よ
ぅ
と
し
.た
の
で
あ

っ.

た
0

著
者
は
こ
こ
で
炭
坑
労
働
者
"
自
由
党
っ
肇
労
働
者
け
保
守
党
と
対
比 

!>

、
そ
の
由
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
、
宗

^

^

%:
1>

く
は
.地
理
的
な
原
因
に
帰
し 

て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
宓
ず
し
も
明
ら
か
か
は
な
い
。
：
第
三

.
の
勢
力
と
し
て©: 

機
械
工
で
あ
る
が
、
i

れ
は
ーA

芄
〇
年
の
い
わ
ゆ
る

「

ニ 

二. 
r)

.モ
デ
ル」

な
組
合
か
典
型
的
な
形
と
し
て
知
ら
れ
、
封
鎖
的

=

独
占
的=

労
働
貴
族
的
職 

業
別
全
国
組
合
で
、
そ
の
政
治
的
傾
向
は
完
全
な
；

.

「

日
和
見
主
義

」

I
 

nlsm)
.

で
あ
jた
。
新
技
術
：の'採
用
と
、
' ー.：<八
〇
年
代
か
ら
九0年
代
£ 

か
け
て
の
ィ
ギ
リ
ス
賢
本
主
義
の
独
占
的
地
位
の
崩
壊
に
と
も
な
ぅ
大
不
況
.に 

よ
う
て
、-:
機
械
エ
の
間
に
％̂

が̂
増
大
し
、'そ
の
結
果
、：
ジa
シ
ン
バ
ー
■■ 

ン
ズ
や
ト
ム•マ
ン
な
ど
，の
社
会
主
義
者
が
登
場
す
る
に
至
っ
た
。

■:

し
か
bな 

が
ら
合
同
證

H

同
盟
の
執
行
部
自
体
は
、
き
わ
め
て
馨
的
で
あ
っ
た
ズ
ー 

A1
5?序
論
に
お
い
て
著
者
は
、
以
上
の
よ
ぅ
に

'炭
坑
夫
、
綿
寒
^
働
者
そ 

し
て
機
械
エ
か
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ぞ
0.
政
治
的
傾
向
を
論
じ
、
さ
：ら
：

'に
そ

. 

れ
に
、
こ
©.
独

的̂
な
巨
大
紙
合
と
対
照
：的
な
不
熟
_
働
者——

波
止
場
労 

働
者
、.鉄
道
従
業
貴
、
農
寒
労
働
者
、
ガ
ス
労
働
者
お
よ
び
季
節
的
な
労
働
者 

な
ど—

の
組
合
と
を
対
比
さ
せ
、
'そ
の
両
者
の
対
立
、.そ
し
で
：さ
ら
；に
、'そ
. 

の
そ
れ
ぞ
れ..
に
お
け
る
.矛
盾
を
明
ら
か'に
し
、
そ
の
な
か

4

ら
労
働
党
成
立.の
1 

諸
契
機
を
把
握
し
よ
う
と
じ
て
い
る
。
：

:.
广 

::

.

:

第
一
章
は
、I
I

九
〇
〇
年n

月
二
七
日
、

ロ
ン
ド

v

の
メ
モ
リ
ア
ル
；：.
ホ
丨

、

書
評
及

''
び
細
介

ル
釔
私
い
て
、
さ
さ
や
沢
な
誕
生
を

.

と
げ
だ̂

^

表

委

®

^

の

成

立

ヒ

ま

つ 

と
く
に
こ
れ
に
参
加
し
た
：

^

H
義

覆

相

互

の

矛

盾

、
あ
る 

い
は
社
会
主
義
団
体
ど
労
働
組
合
と
の
矛
盾
な
ど
に
づ
“
て
バ
き
わ
め
て
具
体 

;

灼
に：

ふ
れb;

れ

て

い

今
：：

フ

ビ̂

ア

ン

屋

一

社

会

民

主

連

盟

そ

し
て

I
.'
'
.
L
.
. 

P ,.•..(

独
，立.

労.

働
党
？
な̂

互
-0
間.
に
、
対̂

^

れ
：た >」

：と

.̂
い
ぅ^
で
-%
^
い
匕
だ
が
そ
れ
ょ
り
も
労 

働
^

！
の
役
員
は
、,'.
新
党
^
へ
：
ゲ
モ
一
一

ー

が
1

主
義
者
に
握
ら
れ
る
こ
と
を 

非
常
ゆ
お
そ
れ
た
と1>
ぅ.
こ
と
：は
興
味
深
い
0
著
者
は.
按
ぎ
の
ょ
：ぅ
に
い
ぅ
。 

r

同
時
に
、
：
®
^
が
出
規
す
るo '
女
み
て
、
あ
き
ら
が
に
：̂

に
な
ら

て

い

た

多 

く
の
組
合
办
役
員
が
出
席
し
^
い
た
が>
彼
ら
は
、
そ
れ
が
丑
会
主
義
者
の
グ 

ル
'丨
プ
の
い
ず
れ
か
に
ょ
^
て
：
.「

捕
捉
3:
さ

れ

な

い<)
:
*
1
に
熱
心
に
希
望
し
て 

い
尨
。
：-
の
目
的
の
た
め
に
彼
ら
は
、
：
.そ
れ
を
議
会
委
員
会

O
P
arliam

en

丨 

,
(+
3
^
:.
0
0:
0
0:
0
1̂
0>
8)

'.
の
管
理©.
-4
'
と..に
お..き.
、..."社
会
主1|
^
©
体

の

そ

れ

に

た 

い
ず
る
影
響
を
、
：
'非
常
に
き
び
し
く
制
限
じ

..ょ
$
と
努
力
し
た
。
彼
ら
は
、
労 

働
代
表
の
議
員
ど
現
冻
の
政
党
と
め
関
樣
ウ

M
ら
か
：の
制
限
を
お
く
こ
と
を 

ひ
ど
く
嫌
つ
た

」
(

ニ•
六
頁)

？

ぺ 

知
る
い
ば
ま
た
、
：
自
由
党
ど
協
調

1>H

い
た
た
办
に
、
ン
^
^
代
表
委
員
会
の 

.'
成
立
を
心
が
ら
喜
ば
.
な
い
ジ
ョ
V.
.
、パ丨

'

ン
ズ
等
の
議
員
、
/新
党
の
自
的
に
か 

ん
す
^
マ
：
ル
クX.
主
義
者
ジ'H—

：

ム
ズ.
•
マ
：

ド.K
:

ル
；ド
：と
：、
こ
れ
に
皮
対
ず
る 

ア
レ
ギ
サ
ン
ダ•
ウ
ィ
ル
キ̂

と
か
禮̂

こ
れ
に
が
わ
る
ハ
一
デ
イ
の
妥
協 

'

案
”
と
：如$
け
、'_

ぬ
お
け
る̂

+
|

義
団
体
の
圧
ガ
：を
排
除
1.
そ
の
影
響 

.*R

を
滅
殺.
す
る
た'め
い
に
.
、.
勢

灯

委

員

の

数

を

、
...最
初
の
一
一

.
八

名

力

ら
.
'.一
.
.
一

.
一
名(

そ 

:

.

八

九
0;
ー
九
九

)

、.



:
の
う̂

、
2£

名
が
社
会
主
義
団
体
が
ら
：選
出
名
れ
る

-.
0

す
な
わ
；ち1
:

1,
'
?
、
：
 

=
=

ニ
名
、
社
会
民
主
迪
盟
H

一
一.名
、

フH

ビ
ァ
ン
協
会

=

一
名)

に
減
ら
そ
う 

と
す
を
バ
ー
ジ
エ
-

ス

(
J
o
s
e
p
h

 

B
u
r
g
e
s
s
)
.

.
の

提

案

を

め

ぐ

る

社

会

、
壬

義

者 

と
労
働
組
合̂
€

と
の
は
げ
し1-
>

|

立
が̂

ら
れ
>
:
へ
あ
ら
ゆ
：る
社
会
主
義
政
棠 

が
、
そ
の
背«

期

に

，体

験

す

る

：
と

&

ろ
の
ざ
史
ざ
ま
な
苦
悶
を
、
：':わ
が
労
働
党 

も
味
わ
わ
な
け
れ
ば
な
^;

な
か
マ
た
。
-.
.

こ
め
間
に
あ
づ^
:I
:

,
L'
.

年
^

労
働
紙
合
総|
*

会
が
巨
太
組
合
の
代
弁
者
と
：し
て
活
躍
し
.た
の
と
は
対
照
的 

に
、
：6

し
な
中̂

^

働
組
合0.
偏
見
に
ょ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
尨
と

.
い
わ
：れ
る'. 

C

一一
 

九
頁)

。「

鬼
働
代
表1
^

^

の
ノ
へ
ゲ
ネ
ニ
:1
;

を
め
ぐ
る
社
会
主
義
者
と
労
働
ぃ 

組
合
主
義
者
と
の
葛
藤
、
し
か
も
ホ

^ '

ま
■

0

体
砠
5:

の

対

*
:'
;
れ

ら

の

矛 

盾
の
な
が
で、
I
 

.

L'.
p

‘

ば
、
#

記

：長
に
：
テ
ム
ゼ
ー
：
マ
ク
ド
ナ
ル
ド 

(
J
a
d
e
s

 

R
a
m
s
a
y

 

M
a
c
D
o
n
a
l
d
)

を
出
す
こ'
ど
に
成
功
し
た
。

幸
か
不 

幸
か
、
当
時
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
て
い
た
ジ
〒
丨
ム

.

ズ
：
^

ク
：ド
ナ
ル
ド.と
1

鹿 

ぇ
ら
れ
て
、©

要
な
地
位
に
つ
い
.：た.
こ
の̂

^

の
青
年
は
、
や
が
て
^

働
党
の' 

蓮
命
を
左
冶
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
彼
が

^

政
治
記
者
で‘あ
' 

り
、「

.
時
は
自
由
党
の
讓
員
の
證
が
秘
書
を
し
て
い
た
と
い
う
経
歴
か
ら

%
 

う
か
が.う
こ
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
、
労
働
党
と
自
由
党
ど
の
接
触
お
よ
び
提
携 

.
を
は
か
るt

と
を
便
命
と
し
て
い
た
こ
と
は

、

^g

立

労

赞
'

と
い
：う
立
場
か 

ら
み
て
、
ま
こ
と
に
皮
肉
ど
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

マ
グ
ド
ナ
ル
ド
と
自 

€

党
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
六
章
に
く
わ
し
ぐ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
要
す 

る
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ィ
ギ
リ
ス
労
働
党
成
立
の
経
緯
は
、
：
一
一
般
に
解
釈
ざ
れ
て

. 

い
る
よ
り
も
、
は
る
か
'に
複
雑
な
事
情
が
伏
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
記
憶

.

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

'

一‘：
第11

1

章
お
ょ
び
第

S

章
は
、
労

靈

動

史

の

み

が

，

.
0

ず
、
，费
働
法
研
毙
の
t

 

で
も
、_
い
わ.
ゆ
る
平
和
的
な
ピ
'
ヶ
，
ッ.テ

ィ

シ

グ

の

魔

の

問

題

.を

め

ぐ

石

重

要 

た

事

铧

と
I;

て
: #

名

な

：

フ
；

ヴ
：
エ

>

.

ル

證

赛

：の

争

證

と

そ

办

.影

響

に 

.

や

いF

ふ

れ

で

い

る

。
：

.

こ

め

事

件

は

」

：
八

七--
-
年

黨

組

合

法

に

ょ

っ

て

合

法
 

，
的
地
位®
獲
得
し
た
組
合©
存
在
を
根
底.か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
り
、
い 

わ
ば
.
、.
.労
働
者
階
紙
の
社
会
、壬
義
的
労
働
者
政
党
建
設
に
た
：い
す
る
資
本
の
侧 

が
ら
す
る$

義
の̂
<

:

で
あ
り
、
、
そ
の
§

1

^

に
.
は
、
0

イ
^

リ
ス
，資
本
主
義 

'

の

帝

固

主

義

的

段

階
.
へ.
の
突
入.(

ボ
^

ァ
■
戦
#-

に.
象
徴
的
に.見
ら
れ
る
■

)

、 

㈡

従
'
っI

て
帝
国
主
義
諸
国
間
の
熾
烈
な
経
済
的
競
争

(

英
帝
国
の
独
占
的
地
位 

の
崩
壊
に#

ぅ
利
潤
率
の
低
減

)

、
^

者
階
級
の
窮̂
化(

戦
争
の
危
棟
の 

増
大
に
伴
ぅ
物
俩
の
愚
騰
、
従

.

0

て
'
実
質
賃
金
の
：低
下

)

、
：1
:労
働
組
合
連
動
と 

社
会
主
義
運
動
の
：活
發
化
と
規
模
の
拡
大

(

労
働
代
表
委
員
会

「

の
成
立)

、
㈤

資 

本
家
的
反
動<0
;

激
化(

経
営
者
連
盟
；

〔
E
m
p
l
o
y
e
r
^
f
e
d
e
r
a
t
i
o
n
〕

の
結
成) 

な
ど
.
の
諸
矛
盾
が
、胚
胎
し
て
い
，た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
.の
見
解
で
あ
る 

が
、著
者
は
、
パ

(

こ
れ̂

の
：間
題̂

つ
い
：て
、
'
:
も
っ
：ぱ
ら
事
件
の
推
移
に
力

f

 

お
：き
す
ぎ
た
結
果
、

：：

こ
れ
が
も
つ
意
味
の
主
要
性
を
構
造
的
に
把
握
し
て
い
な 

い
.
憾
み
が
ぁ
る0
'
.
'
.

-第
五
章
は
、

マ
シ.チ
テ
ス
タ
I北
部
の
違
挙
区
、
：.ダ
リ
ザ
ロ
ゥ
が
自
由
觉
の 

地

盤

と

.
し

て

知

ら

が

f

い
た
が
、

一
九
〇n_.年
八
月
、
労
働
代
表
委
員
会
の
代 

表
デ
ィ

ィ̂
ャ
K 

-
r
v
.-
vッ
ク
ル
ト
ン(

1
>
2
^
^
3

ぼ

0
0̂>
1
;
0
2
1

)

が
無
競
争 

で
当
違
1>
た
事
件
に
っ
ぃ
で
の
べ
、
：
そ
の
重
要
性
を
力
説
し
て

い
る
。
著
者
に

よ
れ
ば
、

「

あ
ら
ゆ
る
地
方
の
産
業
地
帯
の
ぅ
ち
、
ラ
ン

.■カ
シ
ア
は
、_

党
が 

労
働
者
階
級
と
結
び
つ.い
て
、
1
.匕
.
P
•
が
あ
ま
り
発
展
せ
ず
、
し
か
も
、 

社
会
民
主
連
盟
が
、
非
常
に
成
功
を
お
さ
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ヨ
ー 

.ク

.シ
ア
に
お
い
て
は
、
；
非
国
教
派
の
.牙
城
で
あ
り、
.，
-
I 

. 

L 

. 

P 

.

が
よ
り
強
；
 

力
な
社
会
主
義
政
党
と
な
っ
た
こ
と
.は
当
然
で
あ
っ
た

」
(

.一
o一.一
一
頁

)

。

こ
こ 

に
お
い
て
、
ど
ぅ
し
て
もI •
L
•
P
.
と
社
会
民
主
連
盟
と
.の
間
に
不
和
が
輝 

し
出
さ
れ
る
の
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
。
ラ
：ン
：カ
シ
ア
地
方
：の
重
要
な
地
区
：で 

あ
る
ク
yサ
ロ
ゥ
.に
お
け
る
補
欠
選
攀
に
お
い
て
、
労
働
代
表
委
員
会
は
誰
を 

ど
こ
か
ら
推
す
か
が
当
然
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

.当
時
、.，I
.
L
. 

p 

.

.

は
、
の
ち
に

f

ク
，ド
ナ
ル
ド
と
と
％
に
労
働
党
の
指
導
的
な
'
^
と
な
る 

フ
ィ
リ
ッ
プ•ス
；
ノ

ー

デ

シ
'QMip- snowd

a.n)

を
た
で
る
予
定
で
あ
っ
た
。 

ご
れ
に
对
し
て
自
由
党
は
、
.
.由
=労
働
派
.の
急
進
主
義
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
ン
ス 

タ

ン

ホ

ー

プ

(Philip stanhope 〕

を
立
て
る
気
配
を
示
し
た
。
こ
れ
は
自 

由
党
の
作
戦
で
、
：
社
会
主
義
者
ス
ノ

 

Iデ
ゾ
を
牽
制
し
よ
ぅ
と
す
る
苦
肉
の
策 

で
^ '
っ
.た
。
当
時
、
自
由
党
の
力
に
；

^
.し
.て
、へ
タ
ッフ

VヴH

丨
ル
判
決
を 

く
つ
が
え
そ
う
と
す
る
労
働
代
表
委
頃
会
は
、
社
会
主
義
者
ス
ノ

Iデ
ン
の
代 

わ
り
に
、
労
働
組
合
主
義
者
で
あ
っ
て
、
自
由

=労
働
派
の
シ
>

ッ
ク
ル
ト
ン 

を
た
て
る
こ.と
に
よ
っ
て
、
.自
由
党
と
妥
協
し
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は 

こ
の
選
挙
の
結
未
の
な
か
に
、
自
由
党
と
労
働
党
と
の
因
縁
と
も

.い.
$べき
深
：
 

い
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
い.わけ
に
は
い
か
な
い。
I 

• 

L 

.
P

-.
の

指

導

者 

ケ

ー

ア*:
ハ
ー
デ
：
ィ
.
.
と

自

_

党
と
め
関
係、
I 

.

L.
P•:
と
マ
ル
ク

X
:

主
義
：；

者
の
@!
体
、
社
会
民
主
連
盟
と
の
対
立
抗
争

、
I 
. 

L
•
P
.
内

部

に

お

け

る

...;

.

:■
■

■

- 

: 

: 

. 

-
■

:

•
寄評
及び
翱介

资

働

組

合

主

義

者

(

H

自
由
労
働
派)

と
社
会
主
義
者
の
競
合
関

1
T

こ
れ
ら 

種
々
办.

矛
盾
は'
、

は
か
ら
ず
も
こ
の
補
欠
選
挙
に
お
い
て
、
第
三
番
目
の
独
立 

労
働
の
寶
を
お
く
り
出
す
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

.■

興
に
办.
っ
：で
紹
介
の
肇
を
の
ん
び
り
と
つ
づ
け
て
き
た
筆
者
は
、
予
定
の
紙 

、
故
を
比
る.か
.ぬ
超
過.レ

，て

し

杏

っ

■*
:
.
の
に
、
ま
だi
l

の
半
分
に
達
し
た
に
す 

■

ぎ
な
い
。U-
か
し
紹
介
：の
目
的
は
ほ
ぽ
達
せ
ら
れ
た
と
思
う
。
こ
：の
あ
た
り
で 

結
語
と
：し
て
筆
者
の
読
後
感
を
：の
べ
る
な
ら
ば
、

㈠

本
書
は
、
か
な
り
研
究
水 

準
の
高
い
読
み
ご
た
え
の
あ
る
労
作
で
あ
る
こ
と
。
日
し
か
し
資
料
的
に
は
、 

あ
ま
り
よ
く
整
理
さ
れ
て
：い
な
い

0

㈢

あ
ら
吹
る
こと
を
全
部
の
ベ
つ
く
そ
う 

'
と
す
る余
り
、問
題
点
が
不
鮮
明
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
：

I

従

っ

て

^

実

を

克 

.

明
に
.搮
求
し
網
羅
し.て
い
る
が
、
理
論
化
が
.充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

、

. 

大
体
以
上
で
あ
る
。

:

し
か
し
思
う
に
、
ィ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史

0研
蔸
も
、
英
本
国
に
お
.い
て
は
新 

し
い
段
階
に
入.っ.た
こ
と
を
、
.
何
よ
り
も
本
書
に
よ
っ
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ 

>を
告
白
し
&け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゥ
ユ
ッ
ブ
の
実
証
主
義

•資
料

、
王

義

、
コ

1 

'ル
ゝ
の
囊
主
義
に
つ
づ
い
て
、
-'
い
.ま
や
特
殊
,
な
研
究
の
時
代
と
な
り
つ
つ
あ 

る
。
資
料
を
い
か
：に
解
釈
す
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
労
_
運
動
の 

:

璧

を

い

.か
に
理
論
づ
け
る
か'0
こ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な 

:.
課
題
次
あ
る
。
個
々
の
研
绝
が
、
い
ず
れ
の
日
に
か
、
た
：ん
な
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン

. 

,ト
の
遷
か
ら
ぬ
：け
で
て
、
わ
れ
わ
：れ
が
：今
日
、
こ
の
一

:九
六
0年
と
い
う
偉
大 

な
転
換
期
に
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
の
強
カ
な 

，̂武
器
た
り
る
で
あ
ろ
う
加
。

一
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